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市
長
が
決
定
し
通
知
す
る
。

受

験

希

望

者

講

習

会

問
所
容
所
笠
、
戸
虫
丸
柱
谷
P
辛克也、

A
臨
出

容

O

附

賭

ブ

A
L
寸
dEF，A
B
ゅ
q
f
F
y
d
M
Y

奨
学
生
希
望
者
は
四
月
十
五
日

。
日
時
、
場
所
四
月
九
日
か
ら

所
印
役

5
r
a
-
-
-
-
a
.
，
.

，

同

・

十

二
日
ま
で
、
長
的
市
消
防
局

み

ふ

パ

巾

込

は

生

月

日

日

ま

で

:

高

校

生

一

日

十

盟

問

枝

記

長

物

取

扱

主

任

者

の

試

験

と

乙

諸

問

抑

制

服

同

じ

設
耽
村
げ
所
肯
の
振
興
と
有
為
な
人
材
喜
一

与
の
終
了
し
た
普
か
ら
六
カ
一
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
願
出
て
す
吏
百が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

一

(
市
民
課
消
防
係
)

崎

話

間

一成
す
る
た
め
成
績
舞
な
高
校
生
一

月
を
経
過
し
た
後
、
貸
与
の
期
一

く

だ

さ

い

。

(

警

は

杜

妻

子

。

{

一

1

1

1

1

1

1

喪
大
電
印
一

(新

一
年
雲
む
)
で
、
家
庭
経
一
聞
に
倍
数
し
た
期
間
内
に
年
賦
一

育
課
に
あ
り
ま
す
)
一
な
お
危
険

2
5
)取
警

は

一

野

鳥

の

飼

育

は

1
1
1
1済
の
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
一
ま
た
は
、
月
賦
の
方
法
で
償
還
一な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

7
」
の
試
験
引
恥
し
な
け
れ
ば
取

一

‘
一
生
徒
に
対
し
て
、
大
村
市
で
は
咋
一

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一会
会
社
教
育
課
に
問
合
せ
て
く
だ
一扱
う
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
コ

許

可

を

う

け

て

か

ら

ふ

話

都

成

作

品

持

開

k
一
A

野

間

待

蓄

を

経

て、

一さ
い

。

(

市

教

委

)

一説
汗
吋
き
る
だ
け
受
験
し
て

一諸

問

時

計

事

時

開

寸

カ
…

一は
か
つ
て
お
り
ま
す
。

一

|
|
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

一

以
前
か
ら
特
に
県
の
許
可
妻
け

な

ε設選
民

一日

詩

吾

輩

語

一

二

等

陸

・

海

・

空

士

や

募

集

一諒

物

取

扱

主

任

者

喜

一軒

賊

軒

目

咋

一

一

一

一O
日
時
、
場
所
四
月
十
六
日
午
一

経

済

課

は

献

苧

農

林

の

両

課

に

日

比

一一
品
村
山
込
ん
で
く
だ
さ
い

一

閥

幹

保

持

紅

白

崎

一

町

一

一

開

始

時

四

一

詳

同

長

野

時

局

講

堂

一抗

議

開

品

開

話

当

日

間

同

諮

問

問

担

当

日

立

条

例

の

件

主

同

一

説

て

の

要

件

を

備

え

て

一位

定

人

員

(

全

国

)

一

2野
市
民
課
ま
た
は
出
一
等
科
目
乙
種
(
第
四
類
)
一月

一

一

荘

一

一

一

口川

。

一

φ
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子
女
で

一
二
重

士

約

二

、
四
O
亘

書

一

消

防

法

規

ほ

か

一

1

な
お
と
の
条
例
霊
長
い
、
課
投
票
例
施
行
規
則
を
改
正
し
同
日
施
行
す
る
一
高
等
学
校
に
在
学
中
の
も
の
(
一
一
一
等
海
士
約
八
O
O名
一
な
お
志
願
票
は
現
在
来
着
で
あ
一

0
受
付
四
月
十
二
自
宅
、
手
一可

能

鰐

計

ぶ

均

的

自
の
楠
栂
改
革
に
よ
れ
ば
、
新
一ム
保
険

衛

生

課

一
一
、
農
業
お
よ
び
畜
産
業
一
空
差
書
む
)
。

一
一
一
等
空
士
約
五

O
O名
一
り
ま
す
の
で
、
到
着
ま
で
申
込
一
教
料
二
百

円
と
湖
係
書
類
を
す
け
、

そ
の
後
飼
養
許
可
を
受
け

た
に
企
妻
、
消
防
本
部
長
け

一心
建

設

課

一

弓

林
業
、
三
、
耕
地
に
関
一
②
品
行
方
正
、
学
業
成
繍
優
秀
で
す
応
募
資
格
昭
和
七
年
六
月
二

一

み
は
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
一
ぇ
長
崎
市
消
防
f

予算
f
険

一
よ
え
ば
野
鳥
を
飼
う
と
と
は
で

経
済
課
が
商
工
水
葬
お
よ
び
、

一ム
水

道

課

一

す

る

事

項

。

一

身

体

強

健

な

者

。

一

日

か

ら

同

十

四

年

六

月

一

日

一

(
市
民
課
)
一
際
へ
申
込
む
と
と
。

一
f
u

諸

問

に

軒

下

諸

問

一日
間

防

業

本

間

一

ム

消

防
本
部

一
諮

問

謀

総

諸

官

一

軒

間

住

宅

で

日

一

結

核

の

予

防

接

種

4
月
9
日

一

き

現

れ

れ

れ

抗

日

十

機
構
…
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。

一

一

一

消
防
に
関
す
る
事
項
。

一
A
奨
学
金

一

A
V
受

付

期

間

一

一

は
簿
一
許
可
を
受
け
る
乙
占
な

新
機
構
に
よ
る
課
の
名
称
と
、

主一

取
扱
事
務

一
ム
乙
の
外
従
来
市
民
課
で
取
り
扱
一
①
プ
人
月
千
円
以
内
で
本
年
度
は
一
川
陸
上
の
六
月
入
隊
お
よ
び
海
一
三

浦

、

査

瀬

の

両

地

区

一
く
捕
え
た
も
の
で
、
無
許
可
飼

な
取
扱
事
務
の
号
変
っ
た
も
の
一
ム
企
重

一
っ
て
い

た

、

広

報

事

務

は

庶

務

一

八

名

程

度

。

一

上

、

航

空

の

早

期

入

隊

を

希

一

一

饗

の

方

は

直

ち

に

飼

養

許

可

を

は

次

の

と

お

り

。

一

一
、
市
の
綜
合
的
、
基
本
的
な
一
課
へ
、
住
宅
事
務
は
建
設
課
三
寄
与
の
期
間
は
そ
の
学
校
長
一
望
す
る
吉
本
年
四
月

一
日

十

懇

話

-

警

一ニ
浦
、
茸
瀬
両
一な
く
接
管
て
く
だ
さ
い
。

一

受
け
て
く
だ
さ
い
。
一

課

の

喜

一

一

襲

の
調
査
研
究
お
よ
び
喜
一
そ
れ
ぞ
れ
移
さ
れ
た
。
一
け
る
正
規
の
修
業
関
。
一
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で
一
地
区
の
一
般
市
民
を
対
象
に
次
の
一

A
該
当
者

一許
可
の
申
請
は
林
業
経
営
指
導
員

一

二
、

工

場

誘

致

に

関

す

る

事

項

一

へ

夜

努

東

J

一
む
理
学
金
主
成
羽
子
、
設
霊
ま
安
一
吟
を
ヒ
つ
、
弓
¥
ま

3
k
F写一レ一一円。
J
H
R匂
J

主
す
の
で
、
も
れ
一

三
十
才
未
満
の
者
(
但
し
未
就
学
一世
在
所
(
市
内
西
本
町
五
四

一
大

鉱

山

均

一

ム
商
工
水
喜

一
一

1
1
I
l
l
i
-
-ー

寸

勺

|

|

|

十

引

叶

け

過

大

過

重

な

も

一

日

持

続

料

一

霊

所

一時

諮

問

申

警

を

ム
財

務

課

一

一
、
夏
工
業
お
よ
び
鉱
業
言
二

活

一

居

一

刀

盆

ξ
刊
E
即

嘉

算

一
寧
用
品
、
事
務
用
品
、
日
用
品
一
の
は
除
守
る
。
一

A
接

種

料

金

無

料

一

手
数
料
は

一
羽
に
つ
き
百
五
十
円

一

一

工

江

一

主

主

計

五

各

界

か

ら

期

待

問

立

一

一

一

一

…

臨

時

一

組

持

費

は

一

切

自

一

鶴

一

一

帯

封

一
で

期

河

川

Y)

ム

J
ー

「

片

目

|

一

|

一

語

必

一

語

堅

持

一

生

品

。

一。

判

官

日

四

月

二

十

五

日

一

銭

信

号

諒

一
人

形

教

室

朗

講

戦

傷

病

者

的

方

へ

一

回

一

食

、
住
な
ど
の
生
一
ま
た
佐
世
保
市
玉
屋
デ
パ
ー
ト
一
室
校
、
婦
人
会
、
社
会
学
級
、
一

O
出
品
申
込
先
実
貧
富
一
で
す
。

一企
期
間
四
月
古
か
ら
一一
十
五

三

一

m…
活
改
善
は
一
昭
一
で
移
動
雲
行
う
な
ど
、
好
評
一
母
親
学
級
、
婦
人
学
級
、
青
年
一
務
室
(
・
中
央
公
民
舘
)
一
会
頭
円
場
所
一
日
ま
で
毎
週
水
、
金
曜
日
午
後

乗
車
券
引
換
証
の
受
付
申
請
は
早
く
一
二
徹
底
し
そ
の
実
カ
一
番
し
全
国
に
も
紹
介
さ
れ
、
一
言
、
成
人
学
級
、
公
民
館
、
一

l

i

l

i

-

-

一
ツ
ぺ
ル
ク
リ
ン
接
種
四
月
九
日
、

了
一
時
か
ら
四
時
ま
で

一

日
…
あ
が
っ
て
い
ま
す
一
今
聞
の
催
し
も
各
地
か
最
待
一

そ
の
他
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の

危
険
物
取
扱

~ 
d乃

主

任

の

試

験

と

講

習

(才134号)

市

役

所

の

機

構

改

革

企
画
室
消
~
郡

りよ7ご政市村大(匂刊)昭和 32年 4月 1日

昭
和
三
十
一

年
度
分
と
し
て
交
付
一

そ
受
け
ら
れ
た
、
山
判
餌
病
者
乗
車
一

券
引
換
証
は
本
年
三
月
三
十
一
日
一

で
効
力
者
失
い
、
四
月
一
日
日
降
一

は
、
新
た
に
阿
和
一
千
二
勾
度
分
一

と
し
て
、
昨
年
仁
川
。
じ
交
付
さ
れ
一

ま
す
の
で
、
該
当
者
は
凶
托
県
出
一

括
諜
ま
た
は
長
此
県
乱
合
働
伊
車
一

人
会
を
粁
由
、
事
一品Z

J
C

椅
蜘
W
J
T
提
一

出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

な
おの一一
一十
二
年
度
-M
車
券
引
一

帯
慌
役
付
副
都
曹
が
提
叫
す
る

四
月
八
日
ま
で

(一)

(
市
民
課
)

スレ記念主r~周5 艇開設大村競

事fT ~ 
'I!.'、@配12C金) 海の王者決定戦lh木)10'水)第 1節 4月 9(火)

第 2節

第3節

本部前午前10;1寺から日9 祝賀式典23:火)..長崎ー凋岡封抗戦22(月)、、，，
口
M21 2G(土)

本部前祝賀演奏(海上自衛隊)午前 10n寺40分男女劉抗戦~O( 火)29(祝)28(日)27士 1

9日午前11時から スタン ド前郷土民事 H 黒丸踊'上演

火
元
見
ま
わ
り

午前 11時 30分花火打上

10日 午 前 日 時 50分大編隊航走

(海上自衛隊大村航空隊)大編隊飛行

毎日午前 11時 ?o分まで，有料入場者に技禦綜進皇

賞金一万円連勝式日l守中者に按分、裏目券に残念賞

20日 22日 賞金 5・000円

27 日 ~9 日'

。フ7ンサービス賞金付模擬レース

第 1節

パ
ケ
ツ
に
水
を

11時第 2節

第3節



(才134号) 二)

昭和32年度の抱政方針

りよ1:. 政市村大(旬刊)昭 和 32年 4月 1日

-
-
長
同
町
ノ
ゴ
ぽ
担
、
2
近
代
的
〉
三

目唱え

ゴ

E
当
到
。

u
g
Eノ
ピ

都

市

0
4主
社
ん
さ
ロ

投
資
的
事
業
は
実
施
乙
財
政
た
再
建

間
和
三
十
二
年
度
予
算
案
、
そ
の
他
を
群
議
す
る
三
月
定
例
市
議
会
は
去
る
一
一
一月
ヤ
二
日

か
ら
招
集
さ
れ
た
が
、
十
王
日
大
村
市
長
は
昭
和
三
十
二
年
度
の
一
般
抗
政
方
針
に
つ
い

て
前
説
存
行
い
、

三
十
二
年
度
の
予
算
術
成
方
針
と
予
算
案
、

抑
筑
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
会
行
っ
た
。

'

一一一-

な
お
市
議
会
は
昭
和
三
十

一
年
度
追
加
吏
疋
予
算
案
、
一二
十
二
年
度
予
算
梨
、
そ
の
仙
多

数
の
議
案
を
群
議
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
二
十
八
日
閉
会
し
た
。

施
政
方
針
説
要
明
留
次
の
と
お
り。

市
民
生
活
の
向
上
回
る

(
庶
務
課
)

一市
長
の
焔
政
万
針
説
明
要
旨

一

職
場
封
抗
紅
白
歌
合
戦

夜
風
間
ダ
ン
ス
パ

ー

テ
ィ
ー

艦
艇
見
学
一
局
内
航
行

市
民
鑓
能
競
演
大
会
予
選

陸
上
自
衛
隊
演
奏
会

剣
道
大
合

あ
や
め
会
舞
踊

飛
入
の

ど
自
慢

崎
純
見
附
円
十
一館
内
航
行

小
路
日
伊
立

海
上
山
術
除
傾
奏
会

昼

間

舞

踊
(レト

小
路
、
木
場
綿
入
会
)

歌、
r
一踊
h
y
の
夕
べ

却
下

b

川
月
七
日

う〆

御
輿
御
渡
玉
替

服
艇
見
一同
十
湾
内
航
行

大
村
東
彼
育
一ヰ
周
駅
停
競
争

職
場
封
抗
紅
白
歌
合
戦

d

「
長
崎
県
郷
L
L

謀
総

黒
丸
踊
・
り

J

戸
入

選

披

露

大
和
曾
都
踊

〈〆商
凶
訪
問

?
ラ
Y

ン

春
の
ト
巾
市
民

襲
能
競
演
大
令
決
勝

.
九
州
一

地
玄
関
放
見
皐

夜夜

間 間

" 夜五

問時

" " 昼

間

笠

閣

方昼

間j間
御

.1: 

四
月
九
日

犬
村
知加問
祭
対
前

・./
村
一仰
社
境
内

中

央

F、'A 

駅民崎

前舘 1rl-'

玖

島

公 大

村R 

舘

た

村

駅

前

玖

島

附

沖

大
村
川
枇
境
内

犬
村
紳
札
境
川

大
村
利
枇
境
内

六
村
岬
社
境
内

た

村

駅

前

IT 

玖

島

崎

沖

波
佐
見

t
大
村
山
門枇

夜

間

大

村

普

祭

判
前

夜昼

間間
競
艇
場

ふ
閑
'
L
1
.
4
F
・

而
吋
町

m
h
7

十
山
村
神
社
境
内

六
村
野
祭
背
前

時

中

央

公

民

館

介
、村
岡
誕
高
等
学
校 タト



に
対
し
て
開
く
敬
意
を
表
す
る
次
一悶
児
主
に
対
し
て
も
こ
れ
を
実
施

一を
作
り
、
専
門
家
の
委
嘱
に
よ
っ
一
る
乙
と
と
な
り
ま
す
。
予
の
他
池
一
の
で
運
営
に
つ
い
て
は
常
・
.意
を一
り
ま
す
。

節
で
あ
り
ま
す
。

一し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一て
さ
ら
に
細
部
の
項
目
を
定
め
、
一回
配
水
本
管
の
取材相、

松
原
配
水
一
用
い
努
力
を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
一
建
物
は
断
新
な
る
設
計
の
も
と
に

一一
一十

年

度
に
お
い
て
新
設
さ

一

一本
霊
の
終
了
の
時
期
を
お
お
む

一官
の
重
を
施
工
す
る
考
え
で
あ

一が
、
幸

い

だ

堅

、
療
養
担
当
一で
き
上
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
そ
の

れ
ま
す
一山
芥
焼
却
場
の
活
川

一

市

史

編

さ

ん

関

係

二

ね
昭
和
三
十
四
年
度
に
お
ぎ
、
木

一り
ま
す

。

一

者

の

御
班
附
、
御
協
心
に
よ
り
庄
内
容
、
医
療
設
備
な
ど
に
は
改
普

と
相
ま
っ
て
、
木
作
肢
は
さ
ら

一

。

0

・・
0

・ト
一
年
度
か
ら
そ
の
編
さ
ん
に
主
ナ
し
一

量
水
時
の
取
付
は
作
年
度
に
引
っ一
次
好
転
し
て
容
り
ま
し
た
こ
と
は
一を
翠
9
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
り

に
市
民
保
仙
術
作
広
早
川
を
お

一昨
年
度
に
お
い
て
研
究
別
売
し
た

一た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
づ
き
本
年
度
も
六
百
仰
を
取
付
け

一御
同
川
肢
の
歪
り
で
あ
り
ま
す
。

一で
、
計
静
耐
に
完
全
な
る
医
療
施

き
、

子

ル

衛
生
の
強
化
を
計

一結

果

証

書

読

さ
ん
委
員
会

一

五

期
に
全
計
罰
に
す
る
よ
う
に

一

給
付
の

受

撃

は

ま

高

ま

り

言

語

ず

る
積
り
で
あ
り
ま
す

り
疾
病
の
予
防
に
つ
と
め
た
い
一

寺

リ

雪

「

4

、

一努
力
い
た
し
ま
す
。

一
医
療

告

白

車

両

柔

一転
手
皮
に
お
い
て
は
断
層
撮
影
機

存

じ

ま

す

。

て

特

B
曾
三
口
i
つ

い

て

一水

似

調

査

に
つ
き
ま
し
て
は

一

M
1る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

一高

弘

、
ォ
l
ジ
オ
メ
ー
タ
ー

一

4

i
li---
i

・e

・
-
:
一
昨
年
度
に
お
い
て
将
来
の
給
水
民
一
一
一下

二
年
度
の
保
険
料
は
前
年

一な
ど
の
医
療
機
械
を
盤
備
し
、
そ

社
会
労
働
襲

慢

の
大
半
を
占
め
率
を
全
国
並
び
に
本
県
の
そ
れ

一
教

育

関

係

一

一

一
モ

ー

タ

ー

ボ

ー

ト

競

走

事

業

一

一の
増
大
に
子
柔
道
主
の
ぷ

一

足
と
レ
、
徴
収
率
の
向
上
を

一の
他
手
術
主
、
病
理
試
験
室
を
改

て
お
る
生
活
保
護
費
の
本
年
度
に
比
較
し
ま
す
と
、
依
然
高

率

:

・

-

i

一

一

一;
:
j
e
l
l
a
-
-
:
i

b

-

-
li
l
i
-
-ー

一源
、
お
よ
び
郡
川
水
源
の
訓
一審
一

則
し
て
予
引
の
制
比
を
い
た
し
一普
し
、
ま
た
一

枚
随
一
設
と
し
て
は

予
算
総
額
は
、
五
千
三
百
九

十

五

を

示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
保

教

奈

川

町

伐

の

而

に

お

き

ま

し
て
は

一本
年
度
は
前
年
度
の
実
智
ぜ
勘
案
一世
に
充
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
一
実
施
し
ま
し
た
が
、
一
応
の
必
尚
一
て
お
り
ま

す

。

一

医
師
住
告
の
建
築
、
効
率
的
ポ
イ

万
四
千
四
百
円
で
あ
り
ま
す
o

轄
の
適
正
実
施
に
は

一
層
ヰ
写

本
年
度
に
い
館
、
竹
松
に
幼
稚
閑

一し
て
、
一
日
売
上
二
百
五
十
万
円

一す

。

一

調

査

が

で

き

ま

し
た
の
で
、
県
の一

い
ず
れ
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
一
ラ
!
の
設
直
お
よ
び
配

恵

一の
収

こ
れ
は
前
年
度
現
計
予
算
に

比

し

用

う
る
と
と
も
に
、
票
権

車

問

し
、
危
険
校
舎
の
改
選

一を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

J

一な
お
償
還
金
お
よ
び
問
問
納
付
金
一計
帯
一
と
も
に
ら
み
合
せ
て
三
十
二
一
す
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
検
討
笹

一付
を
弘
中
で
あ
り
、
追
っ
て
予

殆
ん
ギ
否
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が

、

帯

の
就
職
の
あ
っ
せ
ん
、

そ

の

に

つ

い

て

は
悶
の
補
助
議
保
し

一=
下

一
年
度
に
お
い
て

は

な
、

一の

系

金

本

年

度

中

長

手

一年
度
の
設
計
調
査
を
い
た
し
た
い

一
仰
の
必
要
か
あ
る
も
の
と
考
え

一室
計
上
し
て
お
計
り
す
る
考
え

三
十
年
度
に
比
ぶ
れ
ば
約
四
百
万
他
各
種
融
資
制
度
の
活
用
、
あ

て
か
ら
予
算
に
計
上
す
る
考
え
で
一十
二
号
台
風
に
よ
り
予
測
せ
ざ
る

一る
揺
で
あ
り
ま
す

。

一

と

思
い
ま
す
。

一

て

お

り

ま

す

。

一

で
お
り
ま
す

。

一

円
の
減
少
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

っ
せ
ん
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

警

あ

り

ま

す

。

一被
害
を
家
り
ま
し
た
が
、
売
上
は

十

一
MI
l
l
il
i

-

-

1

1

1

1

一
し
た
が
っ
て
繰
入
金

2
2
Zの
他
医
師
、
護
婦
の
質
的
淘

ま
た
窓
老
人
口
千
人
に
対
し
よ
り
防
貧
へ
の
対
策
を
講
じ
、

社

会

教

育

の
而
に
お
い
て
は

一
一
日
平
均
二
百
六
十
一一一
万
円
に
上

一…
上

水

道

事

業

一
一
一
国

民

健

一

ぷ

一
万
円
と
い
た
し
、
話

の

状
勢
士
、
充
実
を

す

、
ま
た
完
全
給

三
十
年
度
約
三
卜
一一
一人
、
一一一
十

一

昨
年
十
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た

松
原
公
民
館
の
新
設
、
議

公

民

一号

、
現
在
ま
で
に
八
百
万
円
を
f
i

-

-

士

長

設

区

長

一

に
応
じ
て
差
し
て
参
る
予
定

一奪

還

に

移

し

、
市
民
の
福
利

年
度
約
一
ニ
十

一
人
で
あ
り
ま
し
た
大
村
市
社
会
福
祉
協
議

会

の

活

館

の
悶
加
許
り
た
い
と
思
い
ま

二

般
会
計
に
繰
出
す
と
と
が
で
き
一
ク
ず
配
水
関
係
に
つ
い
て
は
坂
口

一a

飯

場

事

業

一

一

で
あ
り
ま
す
。

一

一

一

一

一

f
t
ι
ι
E
z
iヲ

一

、

一厚
生
機
関
と
し
て
の
巾
内
容
を
整
え

が
、
最
近
は
約
ニ
十
九
人
で

漸

次

動

と
相
ま
っ
て
、
要
保
護
川
市
一し
て
お
り
ま
す
。

苛
民
各
位
の
衛
生
長

す

る
関
心

一す。

一た
の
で
あ
り

ま

す

。

夏

場

!
池
田

lE
1駅前
線
一

一運
営
に
っ
し
て
は
さ
ら
に

反

の
ず
れ

と
考
え
て
お
り
ま
す。

低
下
し
、
保
護
費

、

保

護

と

も

の
自
立
更
正
お
よ
び
転
落
防
止

一ま
た
児
童
の
遊
説
、
施
設
は
地
一
準
々
深
ま
り
、
モ
デ
ル
街
庄
の
玄
た
財
源
を
得
れ
ば
綜
合
会
館
の
℃
た
が
っ
て
三
十
二
定
仁
お
い
一
の
布
設
が
、
昨
年
度
に
向
阪
高
校
一社
会
保
目
標
強
化
、
と
く
に

一力
を
す
る
港
で
あ
り
ま
す
が
一

に
減
少
の
傾
向
に
あ
る
と
と
は
社

-

主
り
た
い
と
存
ず
る
次
第
で

一区
の
協
力
に
よ
り
現
在
ま

で

よ

一強
化
推
進
に
伴
い
全
市
に
わ
た
り

一建
設
も
実
現
し
た
い
思
っ
て
お
り

一て
も
、
前
年
度
よ
り
以
上
の
売
上

一前
ま
で
終
っ
て
お
り
ま
す
が
本
年
一社
会
保
険
の
拡
充
説
く
要
望
さ

一と
の
上
と
も
皆
様
ぷ
貫

主

一
以

上

必

予

算

ω概
要

会
経
済
事
情
の
好
転
と
、
社
会
資
一

あ
り
ま
す
。

一カ
所
の
設
慣
を
み
ま
し
た
が
、
本
王
ア
ル
衛
生

(二
百
よ
り
つ
づ
く
)

一的
に
住
宅
の
増
築
を
計
る
考
え
で

宅
難
は
年
宇
一
追
い
、
そ
の
度
を
加

一あ
り
ま
す
。

え
る
の
み
な

5
9、
今
後
鉄
道
道

一本
年
度
は
補
助
の
見
通
し
が
つ
い

路
の
輸
送
増
強
に
よ
り
本
市
地
域

一た
上
、
予
算
措
置
を
し
て
、
と
れ

は
絶
好
の
住
宅
地
で
あ
る
乙
と
を

一が
実
施
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思

信
じ
ま
す
の
で
、
住
宅
地
の
選
定

一っ
て
お
り
ま
す。

造
成
に
力
を
入
れ
る
と
共
に
計
費

一

生
活
保
護
及
び
児
童
一
幅
一
蹴
関
係

(第1~4号)りよだ政市やI

(単位万円)

;[c:十 長! I当昭和*Lヌ予2算年!額変 l当昭初和3予1算f年Y額Jl~ 比較 3予2賞年比度率
増 減

四一一一一一 号1，

1 叶ヲ 税 10.824 9，652 1.172 42 

一一一

2地 方 交 付税 4.335 4.]00 235 17 

一一 ---_.

3 公び営財 企産業収入及 863 855 8 3 

4負分担金担及金び

ト一一一ーー一一

5手使用料数及料び 1.007 897 1]0 4 

6医!庫支出金 7.066 6.245 821 27 

一一一

7県 支 出金 754 1.144 390 3 

8寄附 金 83 250 167 

9繰入金 100 100 

10繰趣 金

11雑~入 663 787 124 3 

12可7 {${ 300 770 470 1 

歳 入 合計 25，995 24.800 1.195 100 

大(匂刊 1

Hf1 f:I ; 3~:f lit-般行言l'子算

人

昭和 32年 4月1日

多受

3 月に竣工 した~営住宅(池田住宅)

(単位万円)

宗十 目 昭当和初3予2年算度額 昭当初和3予1年算度額
比 較

3算2年比度予率
土曽 l成

一 一 一 一 -ー ーー ・ー・ー』

1 i議 会 問 740 698 42 3 % 

一一 一一一

2 市役所開 5，816 5.610 206 23 

一ー一一一一 一一 一 一一

3消防費 463 383 80 2 

4こと木関 3.809 3.596 213 15 

5教育費 2.697 2.780 83 10 

6 社労働会施及設慣び 6.014 5.525 489 23 

7保健衛生白 952 965 13 4 

一一一

8産 業経済費 1，119 1.574 455 4 

9財 産費 238 232 6 1 

10統計調査官 38 61 23 

11選 挙 費 141 214 73 

一一一i一一一 一 一 一 一一一 一一

]2~~ {fJ 事空 3.340 2.347 993 

一 一一一←一 一一 一甲一一一「

13[，計支 出金 540 735 195 2 

一一一...-ー一一一一一 ーー ー 一 一 一

14了.， {iIIi '{I( 88 80 8 

一ー一一』←ー ー・ ーー一ー 一一一一一一

100 i蹴 :1¥ 什二1125.995 24.800 1.195 

一一一一一・一

出歳

特別曾計歳入歳;/'，予算 ( t~4立万円)

- 竺 一一ー 三一目開空|型望号室コ七五二!
EK三示主jf占 I 41.463 I 40，031 I 

j二 水-iiE止 ;ム-I-~i~I 三友 |

?王子|一 1. 1臼 I --;;~;I I三
火力発電所 誘致事 業 費 | ー | 

国 民健康保険事業費

五年
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成会競 勝 時ゴコ 声 を 出 乙参三 年初
織 式 技 を間 1 1樗沿発の加日間 の
次を誕 遂 三 ル ス を道 、日し八駅市
の 挙 了 げ 十イを受 £ ノス 午 て 地 伝内
と行後た ニ ン 走 け、 区前蝕区航路
お し松。分 。破、附問 -1・脚 の 走 協
り た 原 六 鈴 、元 f奈 川 時 あ訴 は め

。公 秒間総 気 い+-三 競入 金ぐ
民 で チ 照ーの二 浦 つ 約 る り
舘 哨 |模 ぱ 応 ・賎た七 三 大
前 れム協 い 探五時。 十 月 村
で の が 前で者キ 削 名 て，Tfi 
問 俊 二 に 全のロ を が イー有ー
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0 待 と 市 に あ た 用 どは 円 でお な 村 二-，，'. 泊fJII__ グ .，./ l ヲド
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な で で て三あ 六 、ででスは日話 の J ~宮d ‘ {は 沼 ド
九あ 向[-る [-姑あ 行 で '十もがた 古 i膨¥八 d) L. ~ 勿 揺 ぎ
な る [-8主 力く 円 返 る け も 円 待 、め 111 I ~ V ¥ 事 愉へ い
いかに午 、か でかる二 、た 二 最 1..1 '" cl. . ¥ rJ 
と ら 話 !夏 間 ら ニら o [- i~~ さ 、 も ヅト【 11 \ ~ l lj と
思 そ が か く 徴 時晴 [ 'j限 れ 三三回j ユよ ~ " 外い

一ー で一一一 ;師 ~ (Q) @ (g (Q) 一一一一
時間 二当 が利 l.i..此 して ]売し 守 今発 F芥 l投し業件紙宛 原 { 本 m
g目42 字誕祭き騒等法日品訴 のいま明所上先稿 j 君努
の 通 淵女11 れか 便か のあ 不市話の ーはら ~ .~ す 砲 、 十 } 迎折
通話 、f日J ば [-を。処る 便 民 の 工 工官 L:てんな 氏名 市 :募 l 絡 栴i
話は 竹 に で LiJ l 無間がには I ~;:I !事 Y 1村 き%は 月 間 集 J が

主主均支 き努手 与え品表禁震 刀日 !zz s;害車草21尖喜合
主モ議完 志?在 主要吉裂悲主 ミ?住 民全手長官 {裂手E
走兵努手 量Z量 お22z長z lる 用 職 が 宛 後 {室。新
宿村 各 か ずを通 で し い し く り t目 d 喝 占 唱 -一、_'0 で

今 つ土山な 大 作り ま沼またと 別 市 三 無;)1/ ' [い 新

史 芸句集 z 暴吾 31% き Z 草て EZ 詰 1~ 1111， 三五完認手宅
柔三労実z長占ぢ51737ミぷ宮 柔足理室 L 7i 彦君芋4JqE
まえ議哲貫主諒子量夜 え義 主智京在 ば ぷ JRjま早寝モ
村 点 :事情 o の が え よ iT1I f) 児 た は 仁 V~ レ ま m Itil汽 い

そ 点 沼 i屋 、る 笥 く後 f却を >.'早 り式支 は ず在 線回 る
滞 移 ，]三5忘 れ そ相附 な と 礼 H易ぎ素ノ 万二 明 がのの 線 と
|注 し 務 長1: もの立 起 つ 比 巾り 、か ¥ こと 年初1不 ケ、思
に てをで 日 j支 派ど て較 !こまま ら σ〕 ヲミ 変 何 便 ! 竹 つ
控 き 改 は 立 而 にの 参 し げした格 /、 の 。はブ松 て

問ー一一一一一一一一一一一一 一一一 ・ J¥ } 
需関節素和のさ 施村 」 る 社 大き低
所 見でよ り 実てどは 外 れ るて がもな策 公 y なヌL Z欠 の 村 る言ifoi

3 

鈴
田

チ
i
ム

に
川
栄
冠

一吋ぐ
崎

駅
傍
M
M
R

R

キ
ロ
争
力
走

りよ1:. 政市村大(旬刊)

市内農協 めぐり駅侍競走
(右)健斗…プーノレイ ン

(下1一 審 に ス タ ー ト

昭和 32年 4月 1日

.， 
，-

ア
メ
リ
カ
便
り

去
る

一
月
七
日
派
米
農
村
背
年
と
し
て
、州
民
荒
実
習
の
た
め
木
県

か
ら
三
十
名
余
が
渡
米
し
た
が、

そ
の

一
員
で
あ
る
赤
川
克
之
氏

(
大
村
市
平
小
川
郷
)
か
ら
大
村
市
長
へ
次
の
便
り
が
あ
っ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

(前
略
)

当
地
の
位
置
は
サ
ン

・
ル
イ

ス

オ
ピ
ス
ポ
と
い
う
所
で

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
よ
り
二

百
哩
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
よ

り
二
百
五
十
哩
で
気
候
、
風

土
共
に
加
州
随

一
で
朝
夕
は

冷
え
込
み
ま
す
が
、
四
月
上

旬
位
の
気
温
で
す
。

乙
の
地

の
大
半
は
野
菜
、
ク
ル
ミ
少

々
で
目
下
子
持
甘
盤
、
花
野

菜
な
ど
の
収
離
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

日
課
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
と
、
ま
ず
起
床
は
五
時
半

朝
食
六
時
、
農
場
へ
ト
ラ
ッ

ク
で
六
十
哩
の
ス
ピ
ー
ド
で

約
三
十
分
、
実
習
開
始
は
七

時
、
正
に
東
天
に
朝
日
の
昇

る
頃
で
す
c

こ
れ
か
ら
正
午

ま
で
、
午
後
は

一
時
か
ら
五

機
株
が
人
間
を
使
用

一
見
ア
メ
リ
カ
は
総
べ
て
機

四
農
業
だ
と
思
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
野
菜
収
機
は

一
切

手
仕
事
が
主
体
で
、
そ
の
労

働
の
度
合
は
日
本
段
業
の
比

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
人

間
の
機
械
佑
で
、
制
的
憾
に
人

間
が
使
用
さ
れ
る
と
い
い
ま

す
か
、
酷
使
さ
れ
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
ι

機

芝草
政 A

2竜
一 等三

里生
仕産
事 伊}

_1: 

時
ま
で
連
続
で
倒
き
ま
す。

五
時
作
業
が
修
了
し
、
直
ち

に
待
っ
て
い
る
ト
ツ
ラ
ク
で

キ
ャ
ン
プ
へ
帰
り
ま
す
。

夕
食
は
六
時
で
す
、
そ
の
後

は
自
由
自
在
で
す
が
読
許
、

英
会
話
の
練
宵
な
ど
自
己
の

知
能
の
高
揚
に
努
め
る

一
方

農
業
日
記
の
記
帳
に
大
わ
ら

わ
で
す
。

な
お
わ
れ
わ
れ
が
強
く
反
省

さ
せ
ら
れ
る
と
と
は
、
米
国

の
機
械
農
業
と
、
日
本
の
機

械
佑
へ
の
根
本
的
精
神
の
相

違
の
点
で
す。

な
ぜ
な
ら
ば
日
本
は
機
械
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

己
の
肉
体
の
軽
減
を
考
え
、

ア
メ
リ
カ
は
機
械
瀞
入
に
よ

っ
て
、
よ
り
大
き
な
能
率
と

生
産
を
高
め
、
向
己
の
純
訴

を
大
き
く
せ
ん
が
た
め
の
手

段
と
し
、
か
つ
ま
た
他
人
と

の
競
争
に
打
勝
た
ん
が
た
め

な
の
で
す
。

と
れ
は
す
な
わ
ち
日
本
と
ア

メ
リ
カ
の
農
業
料
営
の
機
械

導
入
へ
の
考
え
方
の
相
違
で

あ
っ
て
大
い
に
考
え
ね
ば
な

ら
な
ぬ
点
で
は
な
か
る
っ
か

と
強
く
痛
感
し
て
い
ま
す
。

時
間
巌
守
は
徹
底

ま
た
時
間
に
対
す
る
米
国
人

と
、
白
木
人
の
相
違
で
す
、

例
え
ば
仕
事
の
開
始
、
終
了

と
も
に

一
分
の
く
る
い
も
な

い
と
と
で
す
。

決
め
ら
れ
た
時
間
に
始
め
、

決
め
ら
れ
た
時
間
に
終
る
そ

の
問、

絶
対
に
休
ま
れ
ぬ
、

と
れ
は
段
場
だ
け
で
な
く
商

居
、
官
庁
な
ど
皆
お
な
じ
で

す。今
は
大
体
農
閑
期
で
雨
が
多

い
季
節
で
す
が
、
日
本
の
よ

一
日
投
に
そ
の
ま
ま
使
用
で
一
↓
松
町
間
の
市
外
通
話
の
約
四
十

一-
mい
ま
す
が
如
何
。

一

l
中五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
工
引
関
係一

一
の
発
展
の
た
め
に
儒
話
公
一
が
使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま一

一
肝
あ
る
処
間
を
お
願
い
す

一

す

。

一

叶

で
あ
り
ま
す
。

一こ
れ
に
吋
し
て
私
共
も
決
し
て
無

ニ

月
日
一

(
脱
走
)
一為
に
過
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
三

下

L

r

一!

一
年
一一
一月
か
ら
臨
時
同
級
会

一
一一
0
・
8
一

7
J

一

一

一
日

-m
一
さ
つ
ま
苧

4
ノ
ナ
ん

一川
抑
制
殺
し
て
、
現
庄
一一一
同
一線
を

一一

一

志

っ

て

脅

し
て
お
り
ま
す
。
一
一

↑

llj

し

ん

ぼ

う

か

}

一
と
こ
ろ
で
と
れ
以
上
の
閉
殺
を

一一
日

・
2
一
全

一
二
卜
斤

一

阿
り
ま
す
と
同
方
而
の
ケ
1
プ一
一1
1
1

1

1

1

1

公
衆
町
間
帯
設
け
た
の
も
そ
の

一

レ

一

一

1

1

》一

J
に
空中ざ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ニ

策
の
現
わ
れ
で
ご
ざ
い
ま

宅

一

ケ
ー
ブ
ル
存
引
き
ザ
え
ね
ば
な

一一

な
お
当
大
村
局
に
お
き
ま
し
て

一

り
ま
せ
ん
が
、
今
仮
に
ゲ
1
プ

一一

も
一一一
十
凶
年
ま
で
に
は
新
庁
三
ル
ぞ
引
き
持
え
て
間
線
私
的
投
一
一

か
で
き
上
り
、
自
動
式
問
と
し

一

し
た
と
し
て
も
、
大
村
同
の
市
一
一

し
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
一
外
交
換
台
は

一
ぱ
い
で
¥
収
容一
一

。
千
定
で
ご
ざ
い
ま
す
し、

そ

一

不
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
私
立

一

刊
に
伴
っ
て
隣
接
町
村
と
の
市

一

は
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
わ

一一

外
凶
総
も
附
設
さ
れ
て
、
開
討

一

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一一

は
一
段
と
便
利
に
な
ず
れ
は
ず
で

一哲
廿
聞
き
ま
す
と
火
力
発
白
山
も

一一

七
ざ
い
ま
す
。

一本
年
八
月
で
第

一
期
工
事
が
完
成

一一

し
大
村
↓
松
問
問
の
市
外
市
話

一ず
る
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

一一

夫
仰
いは
た
し
か
に
御
指
摘
の
と

一う
し
ま
す
と
現
在
の
ふ
く
そ
う
状

一一

り
で
あ
り
ま
し
て
、
私
此
'
、ベノ
nr
一般
も
幾
分
緩
和
さ
れ
る
の
で
は
な

一一

よ
り
心
択
し
く
思
っ
て
い
ぶ
行

一い
か
占
い
う
見
一泊
し
を
持
っ
て
お
一
一

に
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
開
閃
も

一り
ま
す
。

一一

見
の
と
お
り
で
松
原
の
火
力
発

一

以
上
の
よ
う
な
実
状
で
ご
ざ
い

一一

間
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
大
村

一

ま
す
の
で
ど
っ
か
当
同
の
苦
衷

一一

E
E
'
i
'+
自

E
E
7
p
'
t
町
一

も
お
察
し
の
上
今
し
ば
ら
く
の

一一

に
雨
は
降
り
ま
せ
ん
。

一

一

御
猶
予
を
闘
い
ま
す
。

一一

月
よ
り
九
月
ま
で
削減
繁

期

一

一

な
お
迎
用
の
妙
争
も
っ
て
カ
パ

一一

入
り
ま
す
が
、
丁
度
民
繁

司

一

ー
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
、
今一
一

前
に
当
地
に
着
く
乙
と
が

一

一

後
と
も

一
周
の
努
力
を
致
す
所

一一

来
た
の
も

一
一旦
に
市
長
始

一

一

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
一
一

係
各
位
の
絶
大
な
る
御

A

一
く
お
願
い
附
上
げ
ま
す
。

一一

の
脳
と
深
く
感
謝
致
し

竺

(

大
村
電
報
常
諮
問
)

一一

。
今
後
は

一
生
懸
命
実

-
一

寸

什

H
UNド
1
二
一

-
一

一

一

笥一
二

1
一
1
一
一一

て
帰
国
致
し
ま
す
。

一
一

〉

一数

J
川
l

コ
川

寸

叶
!
一一
一

一一一
十
二
年
二
月
二
上
ハ
日

一
一

旬

一日
一刻

町
寸
引

可

川
l

一一
一

大
村
市
出
身

赤
川
克
之

一
一

件

一気

司

川
可
川
l
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川
l
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一
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